
 
 

榊榊橋橋
さかきばし

  全全線線４４車車線線でで  ３３月月１１８８日日（（日日））開開通通。。  

  

６ 

○一般開通に先立ちまして、「完成式」を行います 

・ 日 時 ： 平平成成１１９９年年３３月月１１８８日日（（日日））午午前前１１００時時～～ 

・ 場 所 ： 茨城県
いばらきけん

那珂郡
な か ぐ ん

東海村
とうかいむら

石神外宿
いしがみとじゅく

地先 

久慈川
く じ が わ

右岸高水敷（榊橋下河川敷） 
     

＊式典開催後、午後３時頃一般車両に通行開放する予定です。 

記者発表資料 

平成１９年 ３月１２日（月） 
国土交通省 関東地方整備局 常陸河川国道事務所 

発表記者クラブ 

竹芝記者クラブ、横浜海事記者クラブ、 
神奈川建設記者会、茨城県政記者クラブ 

榊榊橋橋全全線線（（延延長長約約 22..33kkmm））がが４４車車線線でで通通行行ででききるるよよううににななりりまますす。。  

○榊橋は約７０年前に架設された橋 
・ 以前の榊橋は、昭和５年に架設（２車線）され約７０年経過 
・ 平成１１年３月に新しい橋に架け替え、２車線で開通 

○榊橋の橋梁部が４車線になります 
・ 開通日時 ： 平平成成１１９９年年３３月月１１８８日日（（日日））午午後後３３時時予予定定 
・ 開通区間 ： 榊橋下り線橋梁部（延長 1.0km） 

＊今回の開通により、茨城県
いばらきけん

那珂郡
な か ぐ ん

東海村
とうかいむら

石神外宿
いしがみとじゅく

地先～ 

日立市
ひ た ち し

神田町
かんだちょう

地先までの延長2.3km区間が４車線になります。 
○整備効果 
・ 災害等、有事の際の緊急輸送路としての機能を確保 
・ 幅 2.5mの歩道が上下線に整備され、安全で円滑な交通を確保 

お問い合わせ先 
〒３１０－０８５１ 茨城県水戸市千波町１９６２－２ 
    国土交通省 関東地方整備局 常陸河川国道事務所 

副  所  長 小澤 栄師 （道路事業担当者） 
工務第二課長 長門 幸朗 

TEL ０２９－２４１－１３０１（代） 

おざわ  えいし  

ゆきお  ながと  
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【国道６号 榊橋の概要】 

国道６号は、東京都中央区日本橋を起点とし、千葉県、茨城県、福島県

を通り、宮城県仙台市に至る延長約３９０ｋｍの主要幹線道路です。 
榊橋は、昭和５年に一級河川の久慈川に架設された延長３２４ｍのコン

クリート橋で、足かけ７０年の間重要な役割を果たしてきました。しかし、

近年の交通量の増大と車両の大型化に伴い老朽化が著しいため、震災対策

及び交通安全の確保を目的とした橋梁架替工事を平成２年度から進め、平

成１１年３月には暫定２車線での開通を行いました。 
このたび、残りの２車線部分につきましても、榊橋（橋長Ｌ＝５０３ｍ）

及び取り付け部を含む１．０ｋｍ区間が完成したことにより、榊橋の事業

区間である那珂郡東海村石神外宿地先から日立市神田町地先までの２．３

ｋｍ全線を４車線で平成１９年３月１８日に開通する事となりました。 

 
＊事業の経緯 
昭和６１年度  事業着手 
昭和６２年度  用地着手 
平成 ２年度  工事着手 
平成１１年３月 橋梁部 1.0km暫定２車線開通（下流側橋梁） 
平成１３年３月 陸上部 1.3km  ４車線化（ゆずり車線） 
平成１９年３月 橋梁部 1.0km  ４車線開通（上流側橋梁） 

今　回、　開　通　区　間
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石神Ｔ字路

下土木内

神田町

く じ がわ 

なかぐん とうかいむら いしがみとじゅく ひ たち し かんだちょう 

○榊橋は約７０年前に架設された橋 
・ 以前の榊橋は、昭和５年に架設（２車線）され約７０年経過 
・ 平成１１年３月に新しい橋に架け替え、２車線で開通 

とうきょうとちゅうおうくにほんばし ちばけん いばらきけん ふくしまけん 

みやぎけん せんだいし 
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【国道６号 榊橋の整備効果】 
１．緊急輸送路の確保 
国道６号は、茨城県内の生活中心都市である水戸市（人口第１位）、日

立市（人口第２位）を結ぶ主要幹線道路であり、通常時はもとより災害等、

有事の際の緊急活動、物資の輸送、及び避難路などの役割を担っています。 
さらに、水戸市と日立市を結ぶ主要幹線道路は、国道６号と国道２４５

号の２路線であり、重要な道路となっています。 
 そのため、榊橋が４車線で開通されることにより、国道６号は災害等、

有事の際に緊急輸送道路として機能が確保され、安心・安全性が大幅に向

上します。   
 

 
 
 
 
 
 
 

榊橋

東海村

ひたちなか市

那珂市

常陸太田市
常陸大宮市

城里町

笠間市

み と し 

たち し 

○榊橋の橋梁部が４車線になります 
・ 開通日時 ： 平平成成１１９９年年３３月月１１８８日日（（日日））午午後後３３時時予予定定 
・ 開通区間 ： 榊橋下り線橋梁部（延長 1.0km） 

＊今回の開通により茨城県
いばらきけん

那珂郡
な か ぐ ん

東海村
とうかいむら

石神外宿
いしがみとじゅく

地先～ 

日立市
ひ た ち し

神田町
かんだちょう

地先までの延長2.3km区間が４車線になります。 
○整備効果 
・ 災害等、有事の際の緊急輸送路としての機能を確保 
・ 幅 2.5mの歩道が上下線に整備され、安全で円滑な交通を確保 

ひ 

み と し ひ たち し 

いばらきけん 
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２．交通安全の確保 
昭和５年に架設された榊橋は、当時としては画期的なコンクリート橋で

したが、歩道がないため歩行者に不便をきたしていました。 
新しい榊橋には、幅 2.5mの歩道が上下線に整備され、安全で円滑な交

通が確保されます。 
 

 

車道7.5m車道7.5m

○旧榊橋の様子 

○新榊橋の様子 

（下り線） （上り線） 

今回、4車線化 平成 11年 3月暫定 2車線開通 

断面図 

断面図 
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【榊橋完成式の概要】 
  
式典名  ： 国道６号 榊橋完成式 
 
日 時  ： 平成１９年３月１８日（日） 午前１０時～ 
 

場 所  ： 茨城県
いばらきけん

那珂郡
な か ぐ ん

東海村
とうかいむら

石神外宿
いしがみとじゅく

地先 

久慈川
く じ が わ

右岸高水敷（榊橋下河川敷） 

 
式次第（案）： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【セレモニー】 

交通安全祈願 
テープカット 
くす玉開披 

【式典】 
開式 
式辞 
挨拶 
来賓祝辞 
来賓紹介 
事業報告 
祝電披露 
閉会 
 

○一般開通に先立ちまして、「完成式」を行います 

・ 日 時 ： 平平成成１１９９年年３３月月１１８８日日（（日日））午午前前１１００時時～～ 

・ 場 所 ： 茨城県
いばらきけん

那珂郡
な か ぐ ん

東海村
とうかいむら

石神外宿
いしがみとじゅく

地先 

久慈川
く じ が わ

右岸高水敷（榊橋下河川敷） 
     

＊式典開催後、午後３時頃一般車両に通行開放する予定です。 

 




